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79
年
前
、
東
海
道
本
線
の
二
宮
か
ら
秦
野
に
至
る
、
湘
南
軌
道
と

い
う
キ
ロ
程
10
㎞
の
軽
便
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
者
は
、

鉄
道
愛
好
家
か
歴
史
家
な
ら
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
今
と
な
っ
て

は
当
時
を
リ
ア
ル
に
語
れ
る
方
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
し

て
や
、
当
時
の
遺
構
も
少
な
く
、
遺
品
も
個
人
所
有
の
も
の
が
多
く
、

常
時
公
開
し
て
い
な
い
た
め
そ
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

し
か
し
、
今
な
お
沿
線
住
民
の
間
で
は
、
こ
の
鉄
道
が
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
く
ら
し
と
産
業
を
支
え
た
輸
送
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
を

誇
り
と
し
て
、
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
明
治
39
年
、
馬
車
鉄
道
と
し

て
開
業
し
た
同
鉄
道
が
、蒸
気
へ
と
機
関
変
更
し
軽
便
鉄
道
を
歩
み
、

31
年
間
と
い
う
鉄
道
事
業
と
し
て
は
短
命
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の

使
命
を
担
っ
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。こ
の
よ
う
に
、

〈
随　

想
〉く

ら
し
と
産
業
を
支
え
た
小
鉄
道

　
　
　
　
　
～�

湘
南
軌
道
の
軌
跡
を
求
め
て�

十
文
字
　
義
之

地
域
鉄
道
と
し
て
愛
乗
さ
れ
た
「
軽
便
」
を
知
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
当
時
の
こ
と
を
蘇
ら
せ
る
切
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
と
そ
の
軌
跡
を

辿
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

現
地
を
訪
ね
て
軽
便
の
真
実
を
知
る

　

湘
南
軌
道
は
、
軽
便
鉄
道
時
代
か
ら
既
に
一
〇
〇
年
を
超
え
、
廃

止
さ
れ
て
か
ら
も
80
年
近
い
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

少
な
く
と
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
軽
便
を
知
る
方
は
90
歳
前
後
の
方
に

限
ら
れ
て
く
る
訳
だ
。
ま
た
、
会
え
た
と
し
て
も
専
門
家
で
は
な
い

の
で
走
っ
て
い
た
の
を
子
供
心
に
記
憶
し
て
い
る
と
か
、
乗
っ
た
こ

と
が
あ
る
、
と
い
っ
た
経
験
だ
か
ら
詳
細
ま
で
は
判
ら
な
い
こ
と
が

多
い
の
だ
。
従
っ
て
、
そ
の
世
代
の
方
を
取
材
す
る
の
が
最
大
の
近
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道
だ
が
、
同
鉄
道
に
関
わ
っ
た
方
の
遺
族
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
事

柄
を
聞
か
せ
て
頂
く
こ
と
の
方
が
多
い
。

　

一
方
、
遺
品
を
資
料
館
等
の
公
的
施
設
に
寄
贈
し
て
い
れ
ば
ま
だ

し
も
、
全
く
興
味
が
な
い
と
処
分
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
、

タ
ッ
チ
の
差
で
後
悔
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
。湘
南
軌
道
は
比
較
的
、

遺
品
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
公
開
さ
れ
て
い
る
写
真
は
本
社
事
務

所
や
車
両
、
延
伸
さ
れ
た
秦
野
専
売
支
局
構
内
な
ど
が
あ
る
が
、
カ

メ
ラ
の
普
及
が
乏
し
か
っ
た
時
代
か
ら
推
測
し
て
仕
方
の
な
い
こ
と

だ
。
矢
張
り
、
根
気
よ
く
現
地
を
訪
ね
て
人
々
の
話
を
聞
く
中
で
、

そ
こ
に
は
軽
便
の
真
実
に
近
づ
く
鍵
が
必
ず
あ
る
と
思
う
。

　
　

湘
南
軌
道
の
生
い
立
ち

　

１
８
９
９
年
（
明
治
32
）
年
に
東
海
道
本
線
・
二
宮
駅
の
設
置
が

決
定
さ
れ
、
湘
南
馬
車
鉄
道
発
起
人
で
あ
る
高
部
屋
村
の
山
口
喜
十

郎
ほ
か
32
人
は
、
秦
野
～
二
宮
間
、
秦
野
～
平
塚
間
及
び
平
塚
～
厚

木
間
の
軌
道
敷
設
特
許
を
内
務
大
臣
よ
り
受
け
た
。
翌
年
に
は
神
奈

川
県
知
事
か
ら
工
事
施
工
許
可
を
受
け
て
い
る
。
直
後
、
秦
野
～
平

塚
間
、
及
び
平
塚
～
厚
木

間
の
施
工
取
り
消
し
願
い

を
提
出
し
、
１
９
０
４
年

（
明
治
37
年
）
に
湘
南
馬

車
鉄
道
が
設
立
し
た
。
起

工
変
更
の
許
可
や
秦
野
～

二
宮
間
の
敷
設
、
試
運
転

を
経
て
、
06
年
（
明
治
39

年
）
県
知
事
か
ら
営
業
許

可
が
下
り
た
の
は
、
特
許
か
ら
５
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
既
に
東
海

道
線
の
二
宮
駅
は
、
02
年
（
明
治
35
年
）
に
開
駅
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
東
海
道
線
へ
の
利
便
性
と
、
荷
役
の
省
力
化
に
よ
り
、
東
海
道

線
二
宮
駅
構
内
へ
の
延
伸
を
し
、さ
ら
に
輸
送
力
を
強
化
す
る
た
め
、

馬
力
か
ら
蒸
気
へ
の
機
関
変
更
を
13
年
（
大
正
２
年
）
に
行
う
と
と

も
に
社
名
も
湘
南
軽
便
鉄
道
に
改
称
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
馬
車
鉄
道
の
軌
道
で
は
脆
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
一
部

改
修
を
行
っ
て
い
る
。
蒸
気
機
関
変
更
に
対
す
る
工
費
予
算
書
を
み

国立公文書館所蔵の関係文書
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る
と
、
測
量
監
督
費
９
０
０
円
、
用
地
費
２
０
０
円
、
土
工
費
３
２

０
０
円
、
橋
梁
費
３
５
０
０
円
、
軌
道
費
１
０
４
０
０
円
、
車
両
費

２
１
０
０
０
円
、
諸
経
費
８
０
０
円
で
総
計
４
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。
一
方
、
収
支
計
画
は
収
入
総
額
１
９
２
７
２
円
、
車
両
収
入
１

０
５
１
２
円
（
１
日
平
均
80
人
が
往
復
・
年
間
５
８
４
０
０
人
）
で

１
人
片
道
乗
車
賃
平
均
18
銭
と
す
る
と
１
０
５
１
２
円
の
利
益
。
併

せ
て
貨
物
収
入
は
１
日
平
均
40
ト
ン
（
年
間
１
４
６
０
０
ト
ン
）
と

し
、
二
宮
～
秦
野
間
６
マ
イ
ル
で
８
７
６
０
０
ト
ン
マ
イ
ル
、
１
ト

ン
１
マ
イ
ル
平
均
10
銭
と
す
る
と
８
７
６
０
円
の
利
益
と
し
た
。

　

大
正
３
年
９
月
13
日
の
横
浜
貿
易
新
報
は「
開
業
８
月
の
乗
客
は
、

８
０
０
０
人
を
超
え
、
翌
年
同
月
も
そ
れ
を
下
回
る
こ
と
は
な
い
」

と
そ
の
盛
況
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。
当
初
の
予
想
乗
客
数
の
３
倍
以

上
の
隆
盛
ぶ
り
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
大
山
へ
の
参
拝
客

が
二
宮
か
ら
軽
便
で
秦
野
に
向
か
い
、
伊
勢
原
の
参
拝
者
も
秦
野
に

出
て
、
軽
便
で
二
宮
に
戻
る
人
流
を
確
保
し
て
い
る
。
５
年
に
渡
る

軽
便
時
代
か
ら
大
正
７
年
に
は
、経
営
権
を
内
国
通
運
に
譲
渡
さ
れ
、

湘
南
軌
道
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
更
な
る
設
備
改
修
を
進
め
、
大

正
８
年
に
は
二
宮
に
本
社
社
屋
を
置
き
、
翌
年
に
は
秦
野
に
事
務
所

を
建
設
す
る
。
煙
草
収
納
所
か
ら
初
代
秦
野
駅
へ
の
荷
役
に
困
難
を

来
し
て
い
た
路
線
を
秦
野
専
売
支
局
構
内
ま
で
延
伸
計
画
を
出
し
用

地
買
収
が
完
了
、
工
事
に
着
手
し
た
矢
先
、
関
東
大
震
災
に
遭
い
、

完
成
し
た
の
は
大
正
13
年
３
月
、
延
伸
計
画
か
ら
５
年
が
経
過
し
て

い
た
。

　

こ
う
し
て
、
想
定
し
た
煙
草
輸
送
と
い
う
鉄
道
敷
設
の
目
的
を
果

た
し
た
湘
南
軌
道
も
決
し
て
経
営
は
楽
で
は
な
く
、
度
重
な
る
運
賃

改
定
、
昭
和
４
年
に
は
東
海
道
線
の
二
宮
駅
と
の
利
便
性
を
図
る
べ

く
、
二
宮
本
社
前
か
ら
右
へ
分
岐
延
伸
し
た
。
同
時
に
山
側
に
東
海

道
線
と
軌
道
併
用
の
駅
舎
を
軌
道
負
担
で
設
置
し
東
海
道
線
と
の
連

絡
を
行
っ
て
い
る
。
経
営
改
善
を
目
指
し
、
い
か
に
乗
降
客
の
利
便

向
上
と
貨
物
荷
役
の
省
力
化
を
目
指
し
て
い
た
か
痛
感
す
る
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
点
で
秦
野
～
二
宮
間
の
秦
野
自
動
車
の
運
行
、

昭
和
２
年
の
小
田
原
急
行
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
経
営
は
流
れ
を
変

え
る
こ
と
な
く
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
、
昭
和
８
年
に
は
旅
客
輸
送
の

休
止
、
残
さ
れ
た
貨
物
輸
送
も
昭
和
10
年
に
休
止
さ
れ
、
昭
和
12
年
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８
月
、
31
年
間
の
鉄
道
事
業
に
幕
を
閉
じ
た
。

　
　

軽
便
さ
ん
が
通
る

　

馬
車
鉄
道
時
代
か
ら
軽
便
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
リ
ア
ル
に
残
さ

れ
て
い
る
。
運
行
に
際
し
、
馬
が
脇
見
を
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
目

隠
し
を
し
て
い
た
と
言
う
。
ま
た
、
事
故
防
止
の
た
め
、
カ
ー
ブ
や

十
字
路
、
軌
道
上
の
歩
行
者
に
対
し
、
馬
方
が
ラ
ッ
パ
を
鳴
ら
し
て

し
て
、
注
意
を
促
し
た
。
馬
が
唯
一
の
原
動
力
で
あ
っ
た
の
で
、
沿

線
に
は
馬
蹄
屋
や
鉄
鋼
屋
、
獣
医
師
も
い
た
。

　

蒸
気
に
な
っ
て
も
、
煙
突
か
ら
出
る
火
の
粉
が
原
因
で
、
火
災
を

起
す
こ
と
が
沿
線
住
民
の
不
安
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
金
属
の

切
り
屑
を
煙
突
に
い
れ
て
火
の
粉
を
防
ぐ
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
い
た
。

併
用
軌
道
故
に
接
触
事
故
も
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
子
供
た
ち
が
轢
か

れ
足
を
失
う
な
ど
交
通
弱
者
の
被
害
が
見
ら
れ
る
。
必
ず
し
も
軌
道

が
良
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
た
め
、
カ
ー
ブ
で
脱
輪
す
る
こ
と
も
稀

に
あ
っ
た
と
言
う
。
す
る
と
、
住
民
が
丸
棒
を
持
っ
て
き
て
復
旧
に

努
め
、
勾
配
区
間
に
差
し
掛
か
る
と
、
砂
を
撒
い
て
く
れ
と
い
う
機

関
士
の
指
示
に
応
え
た
り
、
車
両
を
後
押
し
す
る
光
景
が
良
く
見
ら

れ
た
と
い
う
。
実
に
手
の
掛
か
る
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
の
よ
う
だ
。

水無川橋梁を渡る　　
客貨混合列車（模型）

内務大臣に宛てた
事故報告書　　　
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昭
和
５
年
７
月
22
日
午
後
０
時
10
分
、
大
竹
～
台
町
（
水
無
川
付

近
）
で
、
遂
に
脱
線
転
覆
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
。
26
日
付
け
で

安
達
謙
藏
内
務
大
臣
宛
て
に
事
故
届
を
出
し
て
い
る
。
２
号
機
関
車

牽
引
の
貨
物
列
車
が
小
雨
の
た
め
滑
走
し
、
カ
ー
ブ
で
脱
線
転
覆
し

た
も
の
だ
。
１
時
間
55
分
不
通
と
な
っ
た
が
奇
跡
的
に
機
関
士
、
貨

物
に
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
煙
突
が
欠
落
し
て
車
体
を
損
傷
し

た
。
２
号
機
関
車
は
、
修
理
費
５
０
０
円
で
再
生
さ
れ
た
。
機
関
士

は
処
分
さ
れ
て
い
る
。

　
　

軽
便
二
宮
駅
構
内
か
ら
レ
ー
ル
を
出
土

　

今
か
ら
９
年
前
、
二
宮
の
歴
史
家
組
織
「
戦
時
下
の
二
宮
を
記
録

す
る
会
」（
赤
羽
興
三
郎
会
長
）が
軽
便
二
宮
駅
構
内（
機
関
区
構
内
）

に
位
置
す
る
土
地
か
ら
レ
ー
ル
を
発
掘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当
初
、

一
般
紙
が
こ
ぞ
っ
て
「
軽
便
鉄
道
の
レ
ー
ル
を
発
見
」
と
報
道
し
た

も
の
の
、
そ
の
後
小
生
が
同
会
と
と
も
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
軌
間

も
異
な
る
こ
と
か
ら
軽
便
の
レ
ー
ル
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
併
せ
て
、
レ
ー
ル
と
枕
木
が
全
て
一
体
と
な
っ
た
ユ
ニ
ッ

ト
レ
ー
ル
で
、
正
に
土
工
用
（
ド
ゴ
ー
ビ
ル
レ
ー
ル
）
で
あ
っ
た
。

同
レ
ー
ル
は
、
河
川
改
修
な
ど
に
よ
く
使
用
し
、
資
材
や
土
砂
を
運

ぶ
た
め
に
簡
易
敷
設
す
る
も
の
で
、
軌
条
も
６
㎏
／
ｍ
レ
ー
ル
で
軽

便
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
発
掘
し
た
土
工
レ
ー
ル
は
、
軽
便
敷
地
内

か
ら
３
段
平
積
み
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
、
軽
便
が
何
ら
か

の
形
で
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
地
中
に
眠
っ
て
い

た
せ
い
か
供
出
に
も
免
れ
て
今
日
に
軽
便
ロ
マ
ン
を
創
出
す
る
遺
品

で
あ
っ
た
。
腐
蝕
を
防
ぐ
た
め
レ
ス
ト
ア
し
、
軽
便
を
知
る
貴
重
な

物
件
と
し
て
二
宮
町
教
育
委
員
会
（
ラ
デ
ィ
ア
ン
）
に
寄
贈
、
保
管

さ
れ
て
い
る
。

　
　

湘
南
軌
道
を
模
型
化
す
る

　

湘
南
軌
道
の
調
査
研
究
を
進
め
て
行
く
中
で
、
住
民
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
に
出
遭
い
、
そ
れ
は
山
側
か
ら
海
側
に
向

か
っ
て
俯
瞰
で
描
い
た
軽
便
二
宮
構
内
で
あ
っ
た
。
路
線
配
置
も
合

致
し
て
い
た
た
め
、こ
れ
を
基
に
１
／
46
ス
ケ
ー
ル
で
本
社
事
務
所
、

軽
便
二
宮
駅
、
水
無
川
橋
梁
に
至
る
主
要
風
景
を
再
現
す
る
こ
と
に
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し
、
客
貨
車
も
実
寸
法
か

ら
の
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
し

て
自
作
し
た
。
増
築
は
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
奇
跡

的
に
二
宮
に
本
社
社
屋
が

残
っ
て
い
る
。
同
モ

ジ
ュ
ー
ル
レ
イ
ア
ウ
ト

は
、
軽
便
鉄
道
一
世
紀
記

念
事
業
の
二
宮
展
示
会
で

公
開
し
た
後
、
教
育
資
料

と
し
て
二
宮
町
に
寄
贈
し
た
。

　
　

沿
線
に
残
る
遺
品
の
謎

　

以
前
、
湘
南
軌
道
最
後
の
役
員
で
あ
っ
た
お
宅
を
訪
ね
た
こ
と
が

あ
る
。
目
的
は
、
当
時
使
用
さ
れ
た
ト
ロ
ッ
コ
が
あ
る
と
聞
き
、
そ

の
調
査
で
あ
っ
た
。
土
台
は
朽
ち
て
い
た
も
の
の
、
車
輪
が
付
い
た

平
ト
ロ
ッ
コ
が
確
か
に
物
置
の
片
隅
に
置
か
れ
て
い
た
。
対
面
し
た

時
点
で
軌
間
が
合
わ
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
遺
族
は
軌
道
で
使
用

し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
し
、
間
違
い
で
は
な
い
が
、
軌
道
の

軌
間
は
７
６
２
㎜
で
ト
ロ
ッ
コ
の
そ
れ
は
実
測
値
で
５
１
０
㎜
で

あ
っ
た
。
最
早
、
本
線
で
の
使
用
は
不
可
能
と
言
え
る
。
何
故
、
軌

道
で
使
っ
て
い
た
と
断
言
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
秦
野
専
売
支
局
で

貨
車
へ
の
荷
役
は
、
構
内
の
横
持
ち
の
ト
ロ
ッ
コ
を
使
用
し
て
い
た

記
録
が
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
ト
ロ
ッ
コ
の
可
能
性
が
高
い
。
廃
止
か

ら
80
年
近
い
歳
月
を
経
て
、
そ
の
出
現
は
私
に
と
っ
て
も
強
烈
な
も

の
で
あ
っ
た
。
限
ら
れ
た
湘
南
軌
道
の
貴
重
な
遺
品
と
し
て
公
開
で

き
る
機
会
を
期
待
し
た
い
。
軌
道
跡
は
、
バ
ス
路
線
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
感
覚
で
現
地
を
訪
ね
て
軽
便
ロ
マ
ン
に
思
い
を

馳
せ
て
は
如
何

か
。

本社社屋を背景に併用軌道を行く

民家で保管されている
平トロッコ　　　　　




